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8.小児販の端鳴患者の額粒白血球機能の変動
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性発作の擦に末絹血液の白血 chemiluminescence (CL)を認定した，

野駿球の数や形態，機能に変

動をきたすζ とは以前から指摘されている.今

私達は，気管支端怠発作時と回復j組む末梢

血液の respiratoryburstを測定し，名韓刺数

物による長応と，白血涼形態との比較検討長行

っ?こ

方法

中~大発作で来院し

時および問復期く急性期の気道狭窄症状が泊失

して 2週以上経過したもの)を研究封象とし，

正常成人を対照とした.380CO、上の提熟， CRP 

2.0 mg/d1 QJ、よ，胸部X諒上で肺炎設者認める

もの，その他の明与かな感染巣のある倒，以上

のいずれかの訴見を認めるものを感染合併例，

以上におてはまらないものを非感染杭とした.

急性期と凹後期に末梢血該自迦球数，白血球形

態を観察し，同時に ζれ iろの由法そ用いて，末

梢血法白血球の respiratoryburstを認定し

た.すなわち，ヘパザン加注射器に採成した血

液を託anks抜で 30倍に希釈し.0.2% Lumi-

no1 ;;iニ添加した後， 名程刺激務日よる

結果

好中球数および梓状結球数;ま.感染合イ井{7IJ，

非感染例いずれも，急性期に増多している訴が

くみちれた，好費量球数については一定の矧向

められなかった. PMA 剥議による全車

CLで;むいずれのグノレ…プともに急性期に高

誼をとる侭が多く，感染合併例で辻特に高い議

るものが多く認められたが，回復期に

抵下していた.FMLP刺散で辻いずれのグル

ープも，急性期，自後期ともに高備を持続して

いた.また， PAF料激では正常対照と

は見られなかったが，好酸球増多例で高植を

とる伊jが多かった.

考襲

哨息発作時の軒中まま増多，多該白血球の機能

克進は明らかな感染の合併がない例でも認めら

れた.さらに，発作時だけでなく，炎症細結へ

の作黒部{む標的細胞の遣いにより，非発作時

でも末梢車設での活性襲来産生の増強している

ととが示唆された.


